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4. 総合考察

1. 問題と目的

　2020 年に発生した新型コロナウイルス感染症の拡

大に伴って、日常生活におけるマスク着用が義務化

された。その結果、我々は部分的に露出している顔

の一部から、顔の表情とそれに関連する感情を認識

する必要性に迫られることになった。当然ながら、

新型コロナウイルス発生以前にも、インフルエンザ

の流行に伴う感染予防、ソーシャルメディア配信者

による匿名性担保、医療従事者による衛生管理など

の目的により、マスクを着用した状態でコミュニケ

ーションがなされる機会は少なからず存在していた

（髙橋，2022）。こうした状況から、これまでにも、

マスク着用時の表情認知に関する研究はいくつか行

われてきていたが、近年では、その数が飛躍的に増

加しているようである。

　我が国の研究では、田辺・西沢（2009）が、人の

基本的感情である喜び、悲しみ、嫌悪に真顔を加え

た 4 つの表情に焦点を絞り、マスク着用が表情認知

に及ぼす影響を検討している。分析の結果、喜びと

悲しみの 2 つの表情認知では、マスクの有無に関わ

らず、表情認知の正確さに有意な差は見られなかっ

た。その一方で、嫌悪と真顔の 2 つの表情認知では、

マスクが有る方が、マスクが無い方に比べて、表情

認知の正確さが有意に低下していた。また、横山他

（2015）は、喜び、驚き、嫌悪、悲しみ、無表情の 5

種類の表情について、マスク着用者の感情が正しく

判断されるかどうかを検討している。分析の結果、

マスク着用時は、嫌悪と悲しみの表情が読み取りづ

らくなることが明らかとなった。さらに、髙橋

（2022）は、人の基本的感情である幸福、驚き、恐

れ、 悲 し み、 怒 り、 嫌 悪、 軽 蔑 の 7 つ の 感 情

（Ekman & Friesen, 1969）について、清水（2015）

が紹介している表情画像を用いて、マスク着用時の

表情認識率とマスク非着用時の表情認識率の比較を

行っている。分析の結果、悲しみの表情について、

マスク無し条件の方がマスク有り条件よりも、有意

に高い正答率を示した。また、軽蔑の表情について、

マスク有り条件の方がマスク無し条件よりも、高い

正答率の傾向を示した。最近行われた研究として、

Ikeda（2023）は、大学生を対象として、5 つの感

情（喜び、怒り、悲しみ、恐れ、中立）を取り上げ、

マスク着用時に感情を正確に推測できるどうかを検

討した。その結果、マスクを着用した場合、怒りの

表情では正答率が高く、悲しみと恐れでは正答率が

低く、喜びと中立では正答率に差が無いことが確認

された。

　海外の研究に目を向けると、Carbon（2020）は、

成人を対象にして、6 つの基本的な感情（怒り、嫌

悪、恐れ、喜び、中立、悲しみ）の認知に対するマ

1　本論文は、著者の指導のもとで岡村愛海氏、齋藤衣香氏、髙橋寿莉氏、増田希氏が共同で実施した卒業研究にデータを新

たに追加した上で、再分析し執筆したものである。
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スクの影響について検討した。その結果、怒り、嫌

悪、喜び、悲しみの 4 つの感情では、マスクを着用

した場合に、顔の感情を読み取るパフォーマンスが

低下することが示された。英国在住の大学生を対象

として、Carbon（2020）と同様に 6 つの感情を取

り上げて検討を行った Grenville & Dwyer（2023）

では、3 つの感情（嫌悪、喜び、悲しみ）において、

マスク着用による表情認知の正答率の低下が確認さ

れた。さらに、大学生を対象として、同様の 6 つの

感情について検討を行った Proverbio et al.（2023）

では、怒り以外の 5 つの感情（嫌悪、恐れ、喜び、

中立、悲しみ）において正答率が低下し、また、そ

の影響は、悲しみ、嫌悪、恐れにおいて大きいこと

が見いだされた。

　McCrackin et al.（2023）は、大学生を対象にし

て、マスクの着用が 7 つの基本的感情（恐れ、喜び、

怒り、悲しみ、嫌悪、驚き、中立）の認知にどのよ

うな影響を与えるかについて検討を行った。その結

果、いずれの感情もマスクの着用により正答率が低

下すること、また、正答率低下の程度は、嫌悪が最

も大きく、次いで、怒り、悲しみ＝中立、驚き＝喜

びと続き、恐れが最も小さいことが明らかとなった。

同様に、18 歳以上の成人（主として英国在住者）か

ら構成される 2 つのサンプルと大学生（主としてオ

ランダ在住者）から構成される 1 つのサンプルを対

象にして、7 つの基本的感情の正答率について 3 つ

の実験を行った Rinck et al.（2022）は、マスクの

着用により、嫌悪＞恐れ＞悲しみ＞驚き＞喜びの順

で正答率が低下することを見いだした。さらに、英

国在住の成人を対象として、7 つの基本的感情を取

り上げて検討を行った Tsantani et al.（2022）では、

マスクの着用による正答率は、嫌悪＞悲しみ＞恐れ

＞喜び＞驚きの順で低下することが確認された。

　これらの海外の研究は、欧米で実施されたもので

あるが、東アジアで実施された研究として、Kim et 

al.（2022）は、韓国人を対象にして、マスクとサン

グラスの着用により、7 つの感情（喜び、驚き、恐

れ、悲しみ、嫌悪、怒り、中立）の正答率が変化す

るかどうかを検討している。その結果、喜び、驚き、

悲しみ、嫌悪、怒りの 5 つの感情において、マスク

を着用した場合に表情認知の正答率が低下すること

が示された。

　以上のように、マスク着用による表情認知の変化

については先行研究によって幾分異なる結果が得ら

れている。そこで研究 1 では、5 つの感情（喜び、

驚き、恐れ、悲しみ、怒り）を取り上げ、マスク着

用の有無による表情認知の変化について追試研究を

行うこととした。7 つの基本感情のうち、恐れと嫌

悪は、マスク着用の有無に関わらず正答率が低いこ

とから（髙橋，2022）、今回は恐れのみに限定した。

また、軽蔑については、頭部の位置や視線の向きに

よる影響が大きいことから（髙橋，2022）、対象か

ら除外した。顔画像で使用するマスクは、色が白で、

形が不織布のプリーツマスクとした。

　伊藤・河原（2019）は、マスクの色の違いに着目

して、黒または白色のマスクの着用が、その人に対

する態度や顔の魅力に影響を与えるかどうかを検討

している。分析の結果、黒色のマスクを着用するこ

とで、魅力が下がり、不健康で、野暮ったく、イメ

ージが悪いと評価されていた。また、もともとの顔

の魅力が高い男性は、黒色のマスクを着用したとき

よりも、白色のマスクを着用したときの方が魅力的

に評価されていた。同様に、ユニ・チャーム株式会

社（2015）は、20 ～ 30 歳代の女性の顔画像を用い

て、ピンク色または白色のマスクを着用したときの

顔の印象変化について検討を行っている。分析の結

果、女性のもともとの顔の魅力とは関係なく、ピン

ク色のマスクを着用したときの方が、白色のマスク

を着用したときよりも、外見的魅力が高く評価され

ていた。さらに、孫他（2023）は、日本と韓国の大

学生を対象として、マスクの色やデザインに対する

好みを調べている。その結果、日本の大学生では、

不織布のプリーツマスクが最も好まれ、山型スタイ

ルでウレタン素材の黒色マスクが 2 番目、立体マス

クが 3 番目に好まれていた。

　そこで、研究 2 では、5 つの感情（喜び、驚き、

恐れ、悲しみ、怒り）を対象にして、マスク着用の

有無による表情認知の変化がマスクの色と形によっ

て異なるかどうかについて探索的に検討を行った。

マスクの色については、白色、黒色、ピンク色の 3

色を、マスクの形については、不織布プリーツ、ウ

レタン山型、3D 立体の 3 種類を取り上げることと

した。
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2. 研究 1

　5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、悲しみ、怒り）

について、マスク着用の有無による表情認知の変化

について追試的に検討を行った。

(1)調査参加者

　大学生 74 名（男性 38 名、女性 36 名）が調査に

参加した。分析には欠損値のない 70 名（男性 35 名、

女性 35 名）のデータを用いた。平均年齢は 21.03

歳（SD = 1.58）であった。

(2)調査手続き

　調査は、スマートフォンなどの携帯端末を利用し

て、ウェブ上で実施された。調査の実施に先立ち、

参加は任意であり、いつでも中断可能であること、

結果は集団で集計されるため、回答内容や個人情報

が特定されることはないことが口頭または文章で説

明された。分析に用いた参加者 70 名のうち 29 名は、

ウェブ上で同意書に署名をした上で、調査に参加し

た。残りの 41 名は、ウェブ上で「同意する」ボタ

ンをチェックした上で、調査に参加した。

　調査参加者は、年齢、性別を質問する項目に回答

を求められた後、5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、

悲しみ、怒り）を表した女性の表情写真（マスク有

り 5 枚、マスク無し 5 枚）が 2 つの条件内（マスク

有りとマスク無し）でランダム順または固定順で提

示され、各写真の女性の感情について評価するよう

に求められた。分析に用いた参加者 70 名のうち、

29 名はマスク有り、マスク無しの順序（5 つの感情

は 2 つの条件内でランダム提示）で回答し、41 名

はマスク無し、マスク有りの順序（5 つの感情は 2

つの条件内で固定提示）で回答した。

(3)表情刺激

　 表 情 刺 激 と し て、AIST 顔 表 情 デ ー タ ベ ー ス

（Fujimura & Uemura, 2018）に含まれる 5 つの感

情（喜び、驚き、恐れ、悲しみ、怒り）を表した女

性の表情写真（600 × 800 ピクセル、グレースケー

ル）を使用した。マスク有りの表情刺激は、女性の

表情写真に Power Point を用いてマスクを配置し編

集した。マスクの大きさは 86.6 × 107.2 ピクセルで

あり、驚きの表情のみ他の表情と比較して顎が下が

っているため、マスクのサイズを 95.2 × 103.2 ピク

セ ル に 変 更 し た。 調 査 で 使 用 し た 表 情 刺 激 を

Figure 1 に示す。

(4)結果

　5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、悲しみ、怒り）

について、マスク有りとマスク無しの写真それぞれ

に対して表情認知が正答または非正答であった人数

を Table 1 に示す。

　マクネマー検定を行った結果、恐れと悲しみに

おいて有意差が認められた（ z = 3.46, p < .01; z = 

2.59, p < .01）。2 つの感情では、マスク無しの方が

マスク有りよりも正答率が有意に高いことが示され

た。

Figure 1
表情刺激（マスク有りとマスク無し）

Table １

マスク着用の有無による表情認知の変化

マスク有り
マスク無し

ｚ
正答 非正答

喜び
正答　 68 0 －
非正答 0 2

驚き
正答　 59 5 0.35
非正答 3 3

恐れ
正答　 23 4 3.46**
非正答 23 20

悲しみ
正答　 49 3 2.59**
非正答 15 3

怒り
正答　 48 9 0.00
非正答 8 5

注）－は計算不能であることを示す。
　　＊＊ｐ＜ .01．
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(5)考察

　研究１では、5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、悲

しみ、怒り）について、マスク着用の有無による表

情認知の変化について追試的に検討を行った。分析

の結果、恐れと悲しみの 2 つの感情において、マス

ク無しの方がマスク有りよりも正答率が有意に高い

ことが示された。

　恐れについては、表情認知に対して顔下部または

顔全体の影響が顔上部に比べて相対的に強いことか

ら（伊藤・吉川，2011）、顔下部の分かるマスク無

しの方が顔下部の分からないマスク有りよりも正答

率が高くなったと考えられる。ところで、伊藤・吉

川（2011）では、恐れの表情は、顔の上部・下部・

全体のいずれの部位で表出されても、恐れ以外に驚

きと判断されていた。本研究においても、恐れ以外

では、驚きや怒りと判断した人が多かった（χ2（3） 

= 22.629, p < .01）。

　悲しみについては、恐れと同様に、マスク無しの

方がマスク有りよりも正答率が高いという結果とな

り、先行研究（Carbon, 2020; Ikeda, 2023；Kim et 

al., 2022; 髙橋，2022；横山他，2015）と一致してい

た。悲しみの強度の知覚には、口の開きが関連して

いることから（長谷川，2002, 2003）、顔下部の情報

が読み取れるマスク無しの方が顔下部の情報が遮断

されたマスク有りより正答率が高くなったと考えら

れる。その一方で、悲しみは表情認知に対して顔上

部の影響が顔下部に比べて相対的に強いことを示し

た研究も存在し（Calder et al., 2000; 郷田・宮本 , 

2000; 伊藤・吉川，2011）、実際、田辺・西沢（2009）

では、悲しみについて、マスク着用の有無による表

情認知の正答率に有意差は見られなかった。悲しみ

の感情の同定や強度の知覚には、眉の角度が影響す

ることが確認されているため（長谷川・鵜沼，2001; 

髙橋，2018）、本研究で用いた悲しみの表情刺激よ

りも、眉の傾斜がより強い別の表情刺激を用いて、

再検討する必要があろう。

　喜び、驚き、怒りについては、マスクの有無によ

って、表情認知の正答率に有意差は認められなかっ

た。これらの結果は、先行研究（髙橋，2022; 田辺

・西沢，2009; 横山他，2015）と一致していた。驚

きと怒りの 2 つの感情では、表情認知に対して顔上

部の影響が顔下部よりも相対的に強いため（伊藤・

吉川，2011; 郷田・宮本，2000）、マスクを着用した

場合でも、表情を正しく判別することが可能であっ

たと思われる。喜びの感情については、表情認知に

対する影響力自体は顔下部の方が顔上部よりも相対

的 に 強 い こ と が 確 認 さ れ て い る が（Boucher & 

Ekman, 1975; Calder et al., 2000; 郷田・宮本，2000; 

伊藤・吉川，2011）、喜びの感情が顔上部でのみ表

出された場合でもその感情が正しく判断されること

（内藤，2019; 上田・小山，2006）、目の水平から上

弦弧への比較的微少な変化のみでも喜びの感情が同

定されること（髙橋，2018）、顔上部の眉尻や目尻

が下がるほどポジティブな表情と判断されること

（益子他，2011）などが明らかとなっている。これ

らのことから、マスクの着用によって顔下部が遮断

されても、顔上部の目や眉などから得られる情報に

よって喜びの感情を読み取ることができるため、マ

スク着用の有無による表情認知の正答率に有意な差

が見られなかったと考えられる。

3. 研究 2

　5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、悲しみ、怒り）

を対象にして、マスク着用の有無による表情認知の

変化がマスクの色と形によって異なるかどうかにつ

いて探索的に検討を行った。マスクの色については、

白色、黒色、ピンク色の 3 色を、マスクの形につい

ては、不織布プリーツ、ウレタン山型、3D 立体の

3 種類を取り上げた。

(1)調査参加者

　大学生 135 名（男性 74 名、女性 61 名）が調査に

参加した。分析には、マスク無しの表情刺激に対し

て極端に低い正答率を示した 1 名を除いて、134 名

（男性 73 名、女性 61 名）のデータを用いた。平均

年齢は 21.16 歳（SD = 1.78）であった。

(2)調査手続き

　調査は、スマートフォンなどの携帯端末を利用し

て、ウェブ上で実施された。調査の実施に先立ち、

参加は任意であり、いつでも中断可能であること、

結果は集団で集計されるため、回答内容や個人情報

が特定されることはないことが口頭または文章で説

明された。分析に用いた参加者 134 名のうち 64 名

は、同意書に署名をした上で、調査に参加した。残
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りの 70 名は、ウェブ上で「同意する」ボタンをチ

ェックした上で、調査に参加した。

　調査参加者は、年齢、性別を質問する項目に回答

を求められた後、5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、

悲しみ、怒り）を表した女性の表情写真（マスク有

りの写真が 5 感情× 3 色× 3 型の 45 枚、マスク無

しの写真が 5 感情の 5 枚の合計 50 枚）がランダム

順または固定順で提示され、各写真の女性の感情に

ついて評価するように求められた。分析に用いた参

加者 134 名のうち 64 名では写真がランダム順で提

示され、残りの 70 名では写真が固定順で提示され

た。

(3)表情刺激

　研究 1 と同様に、表情刺激として、AIST 顔表情

データベース（Fujimura & Uemura, 2018）に含ま

れる 5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、悲しみ、怒り）

を表した女性の表情写真（600 × 800 ピクセル、カ

ラー）を使用した。マスク有りの表情刺激は、女性

の表情写真に Power Point を用いてマスクを配置し

編集した。マスクの大きさは、不織布プリーツ 86.6

× 107.2 ピクセル、ウレタン山型 81.6 × 101.7 ピク

セル、3D 立体 91.1 × 97.5 ピクセルであった。なお、

驚きの表情のみ他の表情と比較して顎が下がってい

るため、マスクの大きさを不織布プリーツ 95.2 ×

103.2 ピクセル、ウレタン山型 85.0 × 110.4 ピクセ

ル、3D 立体 101.7 × 96.0 ピクセルにそれぞれ変更

した。調査で使用した表情刺激の一部を Figure 2

に示す。

(4)結果

　5 つの感情において、マスク着用の有無による表

情認知の変化がマスクの色と形によって異なるかど

うかを検討するために、マスクの色または形を説明

変数（マスク無しを基準）、表情認知の正誤を目的

変数（誤答 = 0、正答 = 1）とした一般化推定方程式

によるロジスティック回帰分析（強制投入法）を行

った。結果を Table2 と Table3 に示す。

Figure 2
表情刺激の一部

Table 2
マスクの色が表情認知の正答率に与える影響
色 Ｂ Wald 値 ｐ オッズ比 95％ CI

喜び
白 -0.455 1.499 .221 0.635 [0.307, 1.314]
黒 -0.657 2.958 .085 0.519 [0.245, 1.096]

ピンク  0.120 0.166 .684 1.128 [0.632, 2.012]
驚き

白 -0.483 2.319 .128 0.617 [0.332, 1.149]
黒 -0.428 1.716 .190 0.652 [0.343, 1.237]

ピンク -0.456 2.178 .140 0.634 [0.346, 1.161]
恐れ

白 -1.756 69.281 .000 0.173 [0.114, 0.261]
黒 -2.056 102.687 .000 0.128 [0.086, 0.191]

ピンク -1.960 98.980 .000 0.141 [0.096, 0.207]
悲しみ

白 -0.482 5.693 .017 0.618 [0.416, 0.918]
黒 -0.331 2.797 .094 0.718 [0.487, 1.059]

ピンク -0.623 10.085 .001 0.537 [0.365, 0.788]
怒り

白 -1.321 8.544 .003 0.267 [0.110, 0.647]
黒 -1.252 9.270 .002 0.286 [0.128, 0.640]

ピンク -1.344 9.566 .002 0.261 [0.111, 0.611]

Table 3
マスクの形が表情認知の正答率に与える影響
形 Ｂ Wald 値 ｐ オッズ比 95％ CI

喜び
不繊布 0.455 1.210 .271 1.576 [0.701, 3.542]
山型 0.378 1.122 .289 1.459 [0.725, 2.937]
３Ｄ 0.295 0.753 .385 1.344 [0.690, 2.618]

驚き
不繊布 -0.456 2.101 .147 0.634 [0.342, 1.174]
山型 -0.400 1.450 .229 0.670 [0.349, 1.286]
３Ｄ -0.509 2.767 .096 0.601 [0.330, 1.095]

恐れ
不繊布 -1.870 94.864 .000 0.154 [0.106, 0.225]
山型 -1.855 83.623 .000 0.156 [0.105, 0.233]
３Ｄ -2.039 88.110 .000 0.130 [0.085, 0.199]

悲しみ
不繊布 -0.534 6.953 .008 0.586 [0.394, 0.872]
山型 -0.495 7.147 .008 0.609 [0.424, 0.876]
３Ｄ -0.415 4.144 .042 0.660 [0.443, 0.985]

怒り
不繊布 -1.344 10.055 .002 0.261 [0.114, 0.599]
山型 -1.429 10.914 .001 0.239 [0.103, 0.559]
３Ｄ -1.128 6.575 .010 0.324 [0.137, 0.767]
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　喜びと驚きに関しては、マスクの色や形に関わら

ず、マスク有りとマスク無しで正答率に有意差は見

られなかった。恐れと怒りに関しては、マスクの色

や形に関わらず、マスク無しの方が、マスク有りよ

りも、正答率が有意に高いことが示された。悲しみ

に関しては、黒色のマスクでは、マスク無しと比べ

て正答率に有意差は見られなかったが、白色とピン

ク色のマスク、不織布プリーツ、ウレタン山型、

3D 立体のマスクでは、マスク無しと比べて正答率

が有意に低いことが示された。

(5) 考察

　喜びと驚きでは、マスクの色や形に関わらず、マ

スク有りとマスク無しで正答率に有意差が認められ

ず、恐れと怒りでは、マスクの色や形に関わらず、

マスク無しの方がマスク有りよりも正答率が有意に

高いことが示された。喜び、驚き、恐れに関する結

果は、研究 1 の結果と同様であり、これら 3 つの感

情の表情認知に対するマスク着用の影響は、マスク

の色や形に左右されない比較的強固な結果であるこ

とを示唆している。一方、怒りに関する結果は、マ

スクの有無で正答率に有意差が見られなかった研究

1 の結果とは異なるものであった。怒りに対する表

情認知の正答率は、マスクを着用していない場合、

研究 1 では 80.0％、研究 2 では 96.3％であり、マス

クを着用した場合、研究 1 では 81.4％、研究 2 では

86.1％～ 89.3％であった。研究 2 では、マスクを着

用していない場合の正答率が 100％に近い高い値で

あったために、マスク着用の有無によって正答率に

有意差が見られたのであろう。

　悲しみに関しては、黒色のマスクでは、マスク無

しと比べて正答率に有意差は見られなかったが、そ

の他のマスクでは、マスク無しと比べて正答率が有

意に低いことが示された。黒色のマスクは白色やピ

ンク色のマスクと比べてネガティブな印象を与える

ことから（伊藤・河原，2019；ユニ・チャーム株式

会社，2015）、ネガティブ感情である悲しみでは、

黒色のマスクを着用した場合、白色やピンク色のマ

スクと比較して、マスク着用による正答率の低下が

相対的に抑制された可能性が考えられる。

4. 総合考察

　研究 1 では、5 つの感情（喜び、驚き、恐れ、悲

しみ、怒り）のうち、恐れと悲しみの 2 つの感情に

おいて、マスク無しの方がマスク有りよりも正答率

が有意に高いことが示された。また、研究 2 では、

マスクの色や形に関わらず、恐れと悲しみに加えて、

怒りにおいても、マスク無しの方がマスク有りより

も正答率が有意に高いことが確認された。

　怒りに関しては、先行研究においても、マスクの

有無が表情認知に与える影響について、一貫した結

果が得られておらず、なかには、Ikeda（2023）の

ように、マスクを着用した場合に正答率が高くなる

ことを示した研究も存在する。怒りに関する研究 1

と研究 2 の結果の相異は、すでに考察したとおり、

研究 1 におけるマスク無し条件での正答率の低さに

よるものである可能性が高い。髙橋（2022）におい

ても、怒りでは、マスクの有無による正答率の差は

示されていないが、それは、研究 1 の結果と同様に、

マスク無しの状態での正答率の低さが影響している

と考えられる。怒りの強度の知覚には、眉の内側が

引き下げられることや口が開いていることが強く影

響しており（長谷川，2002, 2003）、本研究で使用し

た表情刺激の恐れや驚きも、怒りと同様に、眉の内

側が引き下がり、口が開いていた。こうした表情間

の形態的類似性により、マスク無しの場合でも、怒

りが恐れや驚きと誤って認知された可能性がある。

研究 1 と研究 2 のいずれにおいても、怒りは、マス

クを着用した場合、マスク無しと比べて、恐れと誤

認されることが多かった。これは、上述したとおり、

怒りも恐れも、顔の上部の情報として、眉の内側が

引き下がるという形態的類似性を有していたこと、

さらには、マスクの着用により、顔の縦横比（fWHR）

が不明瞭となり、怒りが恐れと混同されやすくなっ

た（Deska et al., 2018）ことなどが原因として考え

られる。

　喜びと驚きでは、マスクの色や形に関わらず、マ

スク有りとマスク無しで正答率に有意差が認められ

なかった。喜びと驚きに関しては、欧米で行われた

先行研究のほとんどで、マスクの有無による正答率

の低下が確認されているが（e.g., McCrackin et al., 

2023; Rinck et al., 2022）、我が国で行われた先行研
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究の多くでは、マスクの有無に関わらず、表情認知

の正確さに有意な差は見られていない（e.g., 髙橋，

2022; 横山他，2015）。アメリカ人と日本人を対象に

して、マスク着用による表情認知の変化について、

直接的に文化間比較を行った研究（齋藤，2022）で

は、笑顔について、マスク有りとマスク無しの両条

件ともに、アメリカ人の方が日本人と比べて有意に

正答率が低下することが確認されている。感情を抑

制することが文化的規範となっている日本では、意

図的な制御が難しい目の方が口よりも相手の本当の

感情を知るための適切な手がかりとなるため、感情

を判断する際に、日本人は目に表示される情報をよ

り重視する傾向がある。一方、明確に感情を表現す

ることが文化的規範となっているアメリカでは、口

の方が目よりも相手の感情を知るための適切な手が

かりとなるため、アメリカ人は口元に表示される情

報をより重視する（Yuki et al., 2007）。また、日本

社会では、新型コロナウイルス感染症が流行する以

前から、風邪やインフルエンザ、花粉症の予防だけ

でなく、保湿・保温、ファッション、化粧無しの顔

を隠すなど、本来の用途とは異なる理由でマスクを

着用することもあり、日常的にマスクを着用する習

慣が存在している（Miyazaki et al., 2021）。こうし

た理由から、とりわけ、顔上部の情報のみでも判別

が比較的容易な喜びや驚きでは、マスク着用による

表情認知の変化に関して、顕著な文化差が見られる

のであろう。

　マスクの色や形は、マスク着用による表情認知の

変化に対して、ほとんど顕著な影響を与えていなか

った。唯一、悲しみにおいてのみ、マスクの色の影

響が認められ、黒色のマスクでは、白色やピンク色

のマスクと異なり、正答率の低下が見られなかった。

マスクの着用は、悲しみ、怒り、驚きといったネガ

ティブな感情では、表出情報の遮断により、相手の

魅力を高める効果があり（Parada-Fernández, 2022）、

ピンク色や白色のマスクでは、黒色のマスクよりも、

外見的魅力が高く評価される傾向がある（伊藤・河

原，2019；ユニ・チャーム株式会社，2015）。これ

らのことから、マスクの色は、表情認知の正答率で

はなく、魅力判断に対して、より大きな影響を与え

る可能性が考えられる。マスクの形については、表

情刺激として、真正面の顔写真ではなく、30 度や

45 度といった適度な角度を持たせた顔写真を利用

することで、喜びや怒りの感情強度が高まり（鈴木

・小貫，1994; 竹原他 , 2008）、マスクの奥行きの違

いも明確になるため、マスクの形の効果がより顕著

に現れる可能性がある。

　最後に、本研究の限界と今後の課題について、い

くつか言及する。本研究では、多くの先行研究

（e.g., Carbon, 2020; Tsantani et al., 2022）と同様

に、実際にマスクを着用して感情を表現している人

の写真ではなく、画像処理ソフトウェアにより人工

的にマスクを追加して作成した写真を表情刺激とし

て用いた。実際にマスクを着けた人の写真と人工的

にマスクを追加した人の写真による表情認識率の差

は、マスク着用の有無による表情認識率の差に比べ

ると一般的には小さいものの、怒りや恐れでは、人

工的なマスクの写真の方が実際のマスクの写真より

も 表 情 認 識 率 が 高 い こ と が 確 認 さ れ て い る

（Grenville & Dwyer, 2022）。今後の研究では、こう

した表情刺激に対する画像処理の影響に関しても、

あらためて詳細に検討する必要があろう。

　本研究で用いた表情刺激は女性 1 名のみであっ

た。表情刺激の性別は、一般的には、マスクの有無

による表情認識率に大きな影響を与えないことが確

認されているが（Parada-Fernández, 2022; Rinck 

et al., 2022）、多くの先行研究（e.g., Carbon, 2020; 

Tsantani et al., 2022）では、表情刺激の性別さらに

は人物の効果を統制するために、複数の男性と女性

の写真が用いられている。こうした表情刺激を準備

することにより、例えば、研究 2 では、女性 1 名の

みの表情刺激から得られたデータでは不可能であっ

た感情 （5） ×マスクの色 （3） ×マスクの形 （3） の 3

要因分散分析を行うことが可能となる。今後の研究

では、複数の男性と女性からなる表情刺激を用いて、

マスクの有無、色、形が表情認知に与える影響につ

いて、マスクの色と形の交互作用も含めた、より詳

細な検討を行うことが望まれる。

　マスク着用時の感情の推測に影響を与える観察

者 自 身 の 個 人 要 因 と し て、 こ れ ま で に、 性 別

（Ramachandra & Longacre, 2022）、外向性や協調

性（McCrackin et al., 2023）、自閉症傾向（Pazhoohi 

et al., 2021; Ramachandra & Longacre, 2022）、共

感性（Ramachandra & Longacre, 2022）、社会的感

受性（Ikeda, 2023）などが確認されている。また、

非常に興味深い結果として、観察者自身がマスクを
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着用することで、顔の認知能力が低下することを示

した研究も存在する（Freud et al., 2022）。こうし

た観察者自身の個人要因が、色や形の異なるマスク

を着用した相手の表情認知に対して、どのような調

整効果を持つかについても今後の重要な検討課題と

なるであろう。
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